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大学衍義補版木他 だいがくえんぎほはんぎほか

64

市指定
所在地：北新町

和田寺版木 わでんじはんぎ

市指定
所在地：今田町下小野原

青山歴史村に残る「大学衍義補
だいがくえんぎほ

」（寛政4年・1792）「通鑑　要
つがんらんよう

」（天保5
年・1834）「刪訂古今文致

さんていこきんぶんち

」（慶応3年・1867）の三種類の版木は、いずれも
篠山藩が翻刻

ほんこく

したものであり、これら漢学書関係の版木は全国的に珍しい。
堅い桜材を使用しているため、当時そのままの姿で保たれている。版木の
裏面に落書きされたものがあり、その発見によって翻刻の年代や作者の人
名等が明らかになった。

和田寺に「牛玉宝印
ごおうほういん

」と「曳覆曼茶羅
ひふ く ま ん だ ら

」の二種の版木が残されている。
牛玉宝印は守り札の一種で起請文の料紙として使用され、曳覆曼茶羅は葬
送の際滅罪して成仏を果たさせる道具として使用されたものである。
牛玉宝印版木は裏面に「和田寺」と墨書があり、さらに「応永三十三

（1426）十月廿三日」と刻まれている。紀年銘の残る牛玉宝印の版木とし
ては、県下で最も古いものと見られる。曳覆曼茶羅版木は紀年銘はないも
のの、形式的に見て牛玉宝印版木と同時代に製作されたものと考えられる。
牛玉宝印 長さ105.7㎝、幅30㎝、厚さ2.9㎝。
曳覆曼茶羅 長さ93㎝、幅37.2㎝、厚さ2.2～1.5㎝。

牛玉宝印版木


